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【特記事項】
・美しい彫刻がされている“だんじり”で、製作年は不明ですが大太鼓の箱書きには
　明治１２年（１８７９年）１月作製と記載があります。

所有町内会名：　　海吉本村 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

不明（明治12年?）

800

2,130

本体 　 　980
全体  　1,700

写　　真

800m
2,130m

1,700m
1,700m

980m
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mm
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【特記事項】
・中村町内会の住人である、宮大工の棟梁　田中知之氏の手になるただんじりで、
　全体に精妙な細工を施した華麗なものです。
・秋祭である１０月最初の土日の２日にかけて、このだんじりを引きます。

所有町内会名：　海吉中村 町内会　　

2,960

だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

写　　真

 昭和６２年１０月１日竣工

1,730

全高（最大髙）
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【特記事項】
・台座の彫刻が素晴らしく村内の行事ごとに住民の掛ける思いが思慕ばれます。

所有町内会名：　海吉出村 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

明治１２年

1,780

840

1,900

写　　真
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【特記事項】
・以前の神輿は老朽化したため、1５年くらい前に更新したもの

所有町内会名：　海吉出村 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

平成25年3月

1,200

600

115

写　　真



mm

mm

mm

（側面）

【特記事項】
・昭和４５年ころからだんじりを引き町内を廻っていた。
・現在のだんじりは、３台目のだんじりとなっている。

所有町内会名：　海吉福吉 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

平成５年１０月

1,500

4,000

2,700

写　　真
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【特記事項】

所有町内会名：　福泊 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

昭和3年頃

950

1,800

650

写　　真
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【特記事項】
・町内の大場鉄工所のご厚意で製作、寄付していただいたもの
・鉄製枠組みに木の床、屋根はトタン張り

所有町内会名：　福泊川東 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

昭和51年

1,900

3,200

2,600

写　　真
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【特記事項】
・太鼓までの高さは、1,780mm。　だんじりの裏側に次の記述あり。
　　　文久ニ戌羊八月吉日調之　難波弥右門（現在の山崎・難波木材店の祖先）　信次
　　　山崎村若連中　長荘　小之吉　宋松　勇吉　金次郎　嘉門

所有町内会名：　山崎本町 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

１８６２年（文久２年）８月

2,025

790

970

写　　真
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【特記事項】
・だんじりは正面に龍、反対面に鷹が彫られています。太鼓の箱に明治２７年再調、
　工師は橋本鹿太郎と記載。円山にだんじりは3台あり、その内現在でも使われて
　いるのは、彫刻があるこの1台のみです。

だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

不詳

2,080

800

1,680

写　　真
所有町内会名：　円山連合 町内会　　
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【特記事項】
・製作時期は正確には不明ですが、修復時を一応製作時期としました。

所有町内会名：　円山嶽 町内会　　
だ　ん　じ　り　記　録

（正面） （側面）

製　作　時　期

寸　　法
横幅（最大幅）

奥行（最大奥行）

全高（最大髙）

大正15年10月

850

2,330

写　　真

2,540


